
数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができる児童の育成 

～つながりマップを活用して～ 
名古屋市立大和小学校 日比野 寛明 

Ⅰ 研究のねらい 
  Society5.0 に向けた人材育成（2018）では、取り組むべき政策の方向性の一つとして、「情報活用

能力をすべての児童生徒が習得」とあり、もっている情報を活用して問題解決に取り組むことの必要
性が示されている。また、小学校学習指導要領解説算数編(2017)では、「算数の学びの中で鍛えられた
見方・考え方を働かせながら、世の中の様々な物事を理解し思考し、よりよい社会や自らの人生を創
り出していくことが期待される」とあり、数学的な見方・考え方を働かせることの重要性も示されて
いる。 
瀧ヶ平(2018)は、「別の内容であっても、同じ『見方・考え方』が働いていることに目を向けること

ができれば、子どもたちのこれまでの学びの蓄積やその先の学びについても『見方・考え方』として、
一つのつながった学びと捉えていくことができる」と述べており、過去と本時の学びをつなぐことで、
学びが蓄積されたり、未来の学びにつながったりすることが期待できる。 
本学級の児童を見ると、これまで働かせてきた数学的な見方・考え方に目を向けることが十分でき

ていない。これは解決の際に教師が解決に必要な数学的な見方・考え方を提示したり、一部の児童の
発言を取り上げて確認したりしていたためである。また、解決に必要な数学的な見方・考え方のみに
目を向けさせるだけでは、過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方を振り返ろうとはしないため、
複数の数学的な見方・考え方の中から、解決に必要なものは何かを探す経験が必要である。 
私が目指す「数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができる児童」とは、過去の学

習で働かせた数学的な見方・考え方に気付き、それを働かせて問題を解決することができる児童であ
る。４年「小数のかけ算やわり算」では、以下のような姿である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
右のように複数の問

題とその求め方(以下、
問題カード)の共通点
から見付けた数学的な
見方・考え方をつなが
りカードとしてまと
め、問題カードとつな
がりカードを整理した
ものを「つながりマッ
プ」と呼ぶ。 
そして、本研究は、つ

ながりマップを活用して、単元の導入における【過去の学習同士をつなぐ活動】と、単元を通して【過
去の学習と本時の問題をつなぐ活動】を取り入れることで、研究テーマに迫りたいと考えた。 

Ⅱ 研究の内容 
 １ 対象児童 第５学年 24人 
 ２ 手立て 

(1) 過去の学習同士をつなぐ活動（単元の第１時） 
    本単元の学習につながる過去に学習した問題を複数提示し、解決させた後、「同じ考え方で求

められる問題はどれでしょう」と発問することで、過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方
に気付くことができるようにする。 

(2) 過去の学習と本時の問題をつなぐ活動（その他の時間） 
    問題解決の際に、つながりマップを配信し本時の問題と比較させることで、数学的な見方・考

え方を働かせて問題を解決することができるようにする。 
 ３ 検証方法 
  【検証事項①】過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができたか、つながりマ

ップへの記述から検証する。 
【検証事項②】数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができたか、ノートへの記述

から検証する。 

つながり 
マップ 

 
 

 

※見付けた 
   共通点 

問題 １両が 0.2ｍの模型列車４両分は何ｍになりますか。めあて 0.2×４の計算の仕方を考えよう。 
 
       〈過去の学習〉                 〔本時の問題の求め方〕 
 
 
 
                       

１の 10 分の１
を 0.1 という 

2.8は 0.1の 
28 こ分 

 

 

5.74＋3.21＝8.95 
8.95km 

２つのコースの道のりは、
5.74 ㎞と 3.21 ㎞です。あ
わせて何 kmですか。 

４㎝３㎜＝□㎝ 
３㎜は 0.3 ㎝ 
だから 4.3 ㎝ 

今日の問題とつながりが
あるものはどれかな？ 

つながりカード 

0.1 の何個分 

つながりカード 

○○○○○ 

自
力
解
決 

0.2は、0.1の２こ分 
0.2×４は、0.1 の(２×４)こ分 
0.2×４＝0.8 

 

一の位が２だから 
１を２こ 
0.3は 0.1が３こ 

2.3 は、１を□こと
0.1を□こあわせた数 

問題○ 

 

求め方   

 

 

 

 

 

牛乳がＡのびんに0.6Ｌ、Ｂの
びんに 0.2Ｌ入っています。あ
わせて何Ｌになりますか。 

0.6 は 0.1 が６こ、0.2 は 0.1 が２こ。 
あわせて、0.1 が（６＋２）こなので、 
0.8 になります。 
0.6＋0.2＝0.8  0.8L 

問題△ 
求め方   

 

 

 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

問題♡ 
求め方   

 

 

 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

問題□ 

 

求め方 

２つのコースの道のりは、
5.7ｋｍと 3.2ｋｍです。 
あわせて何ｋｍですか。 

5.7は 0.1が 57こ、3.2は 0.1が 32こ。 
あわせて、0.1 が（57＋32）こなので、 
8.9 になります。 
5.7＋3.2＝8.9  8.9ｋｍ 

0.1 のいくつ分という考え方で
つながっている！ 



Ⅲ 授業実践１ 
１ 単元 「小数÷小数」（１・３／15） 
２ 第１時、第３時の目標 
 ・ 第１時：「小数÷小数」に関わる過去の問題の求め方の共通点から、過去の学習で働かせた数学

的な見方・考え方に気付くことができるようにする。 
 ・ 第３時：「整数÷小数」の計算の仕方を、考えることができるようにする。 
３ 授業の様子 

  ・ 第１時の様子【過去の学習同士をつなぐ活動】 
Ｔ：これから新しい単元を学習するので、復習のためにいくつかの問題を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔ：（答え合わ 

せ後）同じ 
考え方で求 
められる問 
題はどれで 
しょう。見 
付けた考え 
方をつなが 
りカードに 
書いて問題カードとつなげましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 問題カード◎は、全体での話し合いを 

通して、つながりカードＣにわり算の性 
質と記入して、右のようにつなげた。そ 
の後、全てのカードを並べてつながりマ 
ップとした。 

 
・ 第３時の様子【過去の学習と本時の問題をつなぐ活動】 

Ｔ：（第２時で立式した本時の問題96÷2.4を提示し、前時に作成したつながりマップをロイロノート
で配信後）今日の問題とつながりマップを比べて、問題の答えを求めましょう。 

児童の考え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【検証①】過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができたか、つながりマップ
への記述から検証する。 
〇 過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができた。 19人 
△ 過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができなかった。 ５人 

【考察】過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができなかった児童は５人であ
った。また、気付くことができた19人のうち、つながりカードＡかＢのどちらか１つにしか気付く
ことができなかった児童は15人だった。これは、提示した問題カードの答える部分が、×10や÷10
といった式と式の関係を表す部分や、0.1 といった単位数を表す部分になっておらず、数学的な見
方・考え方に直結していなかったためだと考える。 

【検証②】数学的な見方・考え方を働かせて解決することができたか、ノートへの記述から検証する。 
〇 数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができた。 10人 
△ 数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができなかった。 14人 

【考察】数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができなかった児童14人のうち、つ
ながりカードＡを選択し、除数を10倍して商を÷10や÷100としてしまった児童が10人であった。 

配信した問題カード 
※ロイロノートを使って配信 

問題● 
求め方 

２÷４の計算のしかたを考えましょう。 

２は 0.1 の（  ）こ分です。 
２÷４は、 
0.1 の（  ÷  ）こ分です。 
だから、２÷４＝（   ）です。 

問題■ 
求め方 

２÷４の計算のしかたを考えましょう。 

２  ÷  ４  ＝（   ） 
×10↓        ×10↓↑÷10 
（   ）÷  ４  ＝（   ） 

問題◎ 
 
求め方 

商が同じになる、下の３つのわり算につ
いて調べましょう。 
６÷２＝３、60÷20＝３、600÷200＝３ 

６  ÷  ２  ＝ ３ 
（   ）↓     ↓（  ） 
    ６０  ÷ ２０  ＝ ３ 
（   ）↓     ↓（  ） 
   ６００  ÷２００  ＝ ３ 
（   ）↓     ↓（  ） 
     ６  ÷  ２  ＝ ３ 

問題☆ 
求め方 

0.6÷３の計算のしかたを考えましょう。 

0.6 は 0.1 の（  ）こ分です。 
0.6÷３は、 
0.1 の（  ÷  ）こ分です。 
だから、0.6÷３＝（   ）です。 

問題◇ 
求め方 

0.6÷３の計算のしかたを考えましょう。 

0.6  ÷  ３  ＝（   ） 
×10↓        ×10↓↑÷10 
（   ） ÷  ３  ＝（   ） 

問題◎ 求め方 
６  ÷  ２  ＝ ３ 

（ ×10 ）↓     ↓（ ×10 ） 
     ６０  ÷ ２０  ＝ ３ 
（ ×10 ）↓     ↓（ ×10 ） 

    ６００  ÷２００  ＝ ３
（ ÷100 ）↓     ↓（ ÷100 ） 
      ６  ÷  ２  ＝ ３ 

つながりカード C 
わり算の性質 

 

つながりカードＣを選択 
96÷2.4＝40 

×10↓  ↓×10 
960÷ 24＝40  40 円 

児童が見付けたつながり※各問題カードの問題部分は省略（上の問題を参照） 
 問題■ 求め方 

２  ÷  ４  ＝（ 0.5 ） 
×10↓        ×10↓↑÷10 
（ 20 ）÷  ４  ＝（ ５ ） 

つながりカードＡ 
問題◇ 求め方 

0.6  ÷  ３  ＝（ 0.2 ） 
×10↓        ×10↓↑÷10 
（ ６ ）÷  ３  ＝（ ２ ） 

問題☆ 求め方 
0.6 は 0.1 の（ ６ ）こ分です。 
0.6÷３は、 
0.1 の（ ６ ÷ ３ ）こ分です。 
だから、0.6÷３＝（ 0.2 ）です。 

問題● 求め方 
２は 0.1 の（ 20 ）こ分です。 
２÷４は、 
0.1 の（ 20  ÷ ４ ）こ分です。 
だから、２÷４＝（ 0.5 ）です。 

つながりカードＢ 
0.1の何個分 

つながりカードＡを選択(誤答) 
96÷2.4＝0.4 
×10↓   ↑÷10 
96÷ 24＝ ４  0.4 円 

つながりカードＡを選択(誤答) 
96÷2.4＝ ４ 

×10↓  ↓×10↑÷100 
  960÷ 24＝ 400  ４円 



 
 
 
 
 
 
４ 手立ての改善 
(1) 過去の学習同士をつなぐ活動（単元の第１時） 

    本単元の学習につながる過去に学習した問題を、過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方
に直結する部分を考えさせる問題にして複数提示し、解決させた後、「同じ考え方で求められる
問題はどれでしょう」と発問することで、過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付く
ことができるようにする。 

(2) 過去の学習と本時の問題をつなぐ活動（その他の時間） 
    問題解決の際に、つながりカードと問題カードがつながっているものは、そのつながりカード

を先頭にしてまとめた状態にし、つながっていない問題カードはそのままの状態でつながりマッ
プを配信し、つながりマップを見る順番を、「つながりカード、つながっていない問題カード、つ
ながっていた問題カードの問題、その求め方」とすることで、数学的な見方・考え方を働かせて
問題を解決することができるようにする。 

Ⅳ 授業実践２ 
１ 単元 「面積」（１・３／14） 
２ 第１時、第３時の目標 

  ・ 第１時：「面積」に関わる過去の問題の求め方の共通点から、過去の学習で働かせた数学的な見
方・考え方に気付くことができるようにする。 

 ・ 第３時：一般の三角形の面積の求め方を考えることができるようにする。 
３ 授業の様子 
・ 第１時の様子【過去の学習同士をつなぐ活動】 

Ｔ：これから新しい 
単元を学習するの 
で、復習のために 
いくつかの問題を 
考えましょう。 

 
 
 
 
 
Ｔ：（答え合わせ後） 

同じ考え方で求め 
られる問題はどれ 
でしょう。見付け 
た考え方をつなが 
りカードに書いて 
問題カードとつな 
げましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

配信した問題カード ※ロイロノートを使って配信 
 

児童が見付けたつながり※各問題カードの問題部分は省略（上の問題を参照） 
 

つながりカードＡ 
うめる 

つながりカードＢ 

つ
な
が
ら
な
か
っ
た 

問
題
カ
ー
ド 

【検証①】過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができたか、つながりマップ
への記述から検証する。 
〇 過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができた。 18 人 
△ 過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができなかった。 ３人 

【考察】過去の学習で働かせた数学的な見方・考え方に気付くことができなかった児童３人のうち 

これは、被乗数と積の関係を、被除数と商の関係にもそのまま当てはめて計算してしまったためだ
と考える。第１時で、除数と商の関係について考える問題も取り入れる必要があった。また、残り
の４人の児童は、つながりマップを基に解決することができなかった。これは、つながりマップの
中に、つながりカードが３枚、問題カードが５枚の合計８枚のカードがあり、枚数が多かったこと
から、どのカードを基に解決したらよいのかが分からなかったと考える。 

欠席 
３人 

問題◎ 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

６×11＝66 
４×３＝12 

（     ） 
         （   ）㎠ 

 
問題□ 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

４＋２＝６ 
４×６＝24 

（     ） 
         （   ）㎠ 

 

問題〇 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

４×２＝８ 
２×６＝12 

（     ） 
         （   ）㎠ 

 

問題◇ 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

５×７＝35 
４×３＝12 

（     ） 
         （   ）㎠ 

 

問題♡ 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

２×４＝８ 
６×３＝15 

（     ） 
         （   ）㎠ 

 

問題☆ 
 
 

 

求め方 

右の図形の面積を 
求めましょう。 

４＋２＝６ 
（     ） 

         （   ）㎠ 

問題◇求め方 
５×７＝35 
４×３＝12 
(35－12＝23) 

        （ 23 ）㎠ 

 

問題◎求め方 
６×11＝66 
４×３＝12 
(66－12＝54) 

        （ 54 ）㎠ 

 
問題○求め方 
４×２＝８ 
２×６＝12 

(８＋12＝20) 
        （ 20 ）㎠ 

 

問題♡求め方 
２×４＝８ 
５×３＝15 
(８＋15＝23) 

        （ 23 ）㎠ 

 

問題□求め方 
４＋２＝６ 
４×６＝24 

(24÷２＝12) 
        （ 12 ）㎠ 

 
問題☆求め方 
４＋２＝６ 

(２×６＝12) 
        （ 12 ）㎠ 

 



 
 
 
 
 
 
 

・ 第２時終了時のつながりマップ 
   直角三角形の面積の求め方を考えた。そして、ＡやＢのつながりに加えて、以下のように第１

時でつながらなかった問題カードとつなげたＣやＤのつながりを並べてつながりマップとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 第３時の様子【過去の学習と本時の問題をつなぐ活動】 

Ｔ：（本時の問題を提示後）昨日作ったつながりマップを送ります。 
 

 
 
 
 

 
 
Ｔ：つながりマップを参考にして、今日の問題の答えを求めましょう。 
 つながりマップを見るときは、このように（右の掲示を指しながら） 
①つながりカード、②ばらの問題カード、③つながりカードを開いて 
問題、④問題カードの求め方の順で見て、使えそうなカードを探して 
いきましょう。 

児童の考え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅴ 研究のまとめ 

本研究では、単元の導入における【過去の学習同士をつなぐ活動】と、単元を通して【過去の学習
と本時の問題をつなぐ活動】を取り入れて実践を行ってきた。実践を通して、複数のつながりカード
を活用しようとしたり、解決した後に他のカードでは解決できないか進んで試したりする姿も見られ、
数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができる児童が育ってきているといえる。今後
も、単元の最初にどの問題をどう提示するとよいのか、問題解決の際につながりマップをどう活用さ
せていくとよいのかを検討して手立てを改善し、数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決するこ
とができる児童を育てていきたい。 

【参考文献】 文部科学省「小学校学習指導要領解説算数編」(2017) 
文部科学省「Society5.0 に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～」（2018）
瀧ヶ平悠史「見方・考え方を働かせる算数授業」東洋館出版社（2018） 

                問題１Ｃ 求め方 
        ４×６＝24 
        24÷２＝12 
          12 ㎠ 

         

         ４×２＝８ 
         ８÷２＝４ 
         ４×４＝16 
         16÷２＝８ 
         ４＋８＝12  12 ㎠ 
 

【検証②】数学的な見方・考え方を働かせて解決することができたか、ノートへの記述から検証する。 
〇 数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができた。 20 人 
△ 数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができなかった。 ２人 

【考察】数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決することができなかった児童２人は、つなが
りカードを基に解決に取り組み、「複製」「うめる」という言葉から同じ図形を付け加えたり、ない
部分を埋めたりして長方形を作ることはできたが、その後の処理の仕方が分からず解決することは
できなかった。つながりマップの使い方として、つながりカードを選択した児童が解決に行き詰ま
ったときに、つながりカードを開いて問題カードを確認するように声を掛け、振り返らせる必要が
あった。 

つながりカード C 
複製 

 

児童に配信したつながりマップ   ※ それぞれのつながりカードを
クリックするとつなげた問題カ
ードが見られるようにした。ま
た、本時は全ての問題カードが
つながっていたため、ばらの問
題カードはなかった。 

つながりカードＡ 
うめる 

 
つながりカードＢ 

分ける 

         
 
         ２×６＝12 12 ㎠ 

つながりカードＣ 
複製 

 
つながりカードＤ 

はめこむ 

 

         
 
         ４×６＝24 
         24÷２＝12 12 ㎠ 
 
 
 

 〔本時の問題〕 

つながりカード D 
はめこむ 

 

〔第２時の問題〕 

 

                問題１Ｄ 求め方 
         

４×３＝12 
          12 ㎠ 

の１人は、問題◇と♡の図形とその答えが同じであることから、問題◇と♡をつなげて、つながり
カードに「たしてもひいても答えは同じ」と記述した。また、別の１人は、つながりカードに「つ
けたす」と記述することができたが、等積変形で切り取って別の場所につなぐことについても「つ
けたす」と捉え、問題◇◎に加え問題☆もつなげた。残りの１人は、つながりカードに「つなげて
たす」と記述し、問題◇◎♡□の４つをつないだ。全て異なる問題を提示したり、等積変形での移
動を矢印で示したりするなどして、数学的な見方・考え方に着目させる必要があった。 

カードを探す順番 
①つながりカード 
②ばらの問題カード 
③(つながりカードを)開いて問題 
④③の求め方 

欠席 
２人 

問題□求め方 
４＋２＝６ 
４×６＝24 

(24÷２＝12) 
        （ 12 ）㎠ 

 
問題☆求め方 
４＋２＝６ 

        (２×６＝12) 
        （ 12 ）㎠ 

 


